
2023 年 月 日

東京都福祉サービス評価推進機構
公益財団法人　東京都福祉保健財団理事長　殿

評価機関名　

認証評価機関番号　 機構 04 －

電話番号　

代表者氏名　 印

以下のとおり評価を行いましたので報告します。

担当分野

① 福祉

② 経営

③ 経営

④

⑤

⑥

福祉サービス種別

評価対象事業所名称

事業所代表者氏名

契約日 年 6 月 20 日

利用者調査票配付日（実施日） 年 11 月 7 日

利用者調査結果報告日 年 12 月 20 日

自己評価の調査票配付日 年 11 月 7 日

自己評価結果報告日 年 12 月 20 日

訪問調査日 年 1 月 12 日

評価合議日 年 1 月 31 日

コメント
(利用者調査・事業評価の
工夫点、補助者・専門家等
の活用、第三者性確保の
ための措置などを記入）

2023 年 3 月 31 日

事業者代表者氏名 印

福祉サービス第三者評価結果報告書【令和4年度】

〒　 203-0031

所在地　 東京都東久留米市南町1－13－38

株式会社ふくし・ファーム

134

03-3332-3334

加藤　正樹

認可保育所

いちご保育園

評価者氏名・担当分野・評
価者養成講習修了者番号

評価者氏名 修了者番号

加藤　正樹 H0601051

中野　航太 H2001058

伊瀬　卓 H1801008

2022

事業所連絡先

〒 203-0053

所在地 東久留米市本町1-25-15-201

℡ 042-471-9115

高沼　恵子

2022

2022

2022

2022

2023

2023

事前説明には、評価の理解を深めて頂く為、評価の全体像や具体例を用いたわかりや
すい資料を作成し、丁寧に説明を行いました。事業評価においては、自己評価の事実
確認に徹し、第三者性の担保に配慮しました。また、利用者調査および事業評価の集
計結果は、独自開発による集計シートを用い、グラフ・表によりわかりやすく報告しまし
た。

評価機関から上記及び別紙の評価結果を含む評価結果報告書を受け取りました。
本報告書の内容のうち、

機構が定める部分を公表することに同意します。

別添の理由書により、一部について、公表に同意しません。

別添の理由書により、公表には同意しません。
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〔事業者の理念・方針、期待する職員像：認可保育所〕 令和4年度

《事業所名： いちご保育園》

1

事業者が大切にしている考え（事業者の理念・ビジョン・使命など）のうち、
特に重要なもの（上位５つ程度）を簡潔に記述
（関連　カテゴリー１　リーダーシップと意思決定）

2

（１）職員に求めている人材像や役割

（２）職員に期待すること（職員に持って欲しい使命感）

1日のうちで11時間以上保育園で過ごす子どもたちにとって、母であり、先生である意識をもってプロとして、常に向上する
ように心がける。保護者から、子どもたちには、保育園に行っている間がとても楽しかった、また明日も行きたいと思っても
らい、保護者からは保育園に行っていることが、とても有意義だったと感じてもらえるような環境を提供できるように考えられ
る力を身に着けていってほしい。

理念・方針　（関連　カテゴリー１　リーダーシップと意思決定）

1，出会った縁を大切に感じ、共に敬いながら成長していけるようにする。2，家族のような愛情に包まれ心豊かに成長でき
る。3，大切な子をただ預かるだけではなく、主体性を身に着け成長できるように育てていく。4，いろいろな行事や活動を通
し、社会性や、英語力などを身に着けられるようにする。5，ＮＰＯ法人の特性を生かし、地域資源を増やし、地域との協働
の輪を広げる。

期待する職員像　（関連　カテゴリー５　職員と組織の能力向上）

子どもに愛情をもって接し、信頼感を育んだうえで、狙いを持ち、遊びの中で身に着けられる能力を最大限引き出せるよう
な保育ができる。そのために創意工夫をし、環境を整えられる。社会人としても成熟し、接遇やコミュニケーション能力を身
に着け、保護者の協力者として向き合えるようにする



〔利用者調査：認可保育所〕 令和4年度

利用者総数
利用者家族総数（世帯）
共通評価項目による調査対象者数

共通評価項目による調査の有効回答者数

利用者家族総数に対する回答者割合（％）

利用者調査全体のコメント

利用者調査結果

は い
どちらとも
いえない

いいえ
無回答
非該当

33 1 0 1

34 1 0 0

34 1 0 0

54

「現在利用している保育園を総合的にみて、どのように感じていらっしゃいますか」との質問に対して、「大変満足」
37.1％、「満足」57.1％、「大変満足」と「満足」を合わせて94.3％の回答率となっています。「どちらともいえない」0％、「不
満」2.9％、「大変不満」2.9％、無回答が0％でした。園のサービスに対する保護者の満足度がたいへん高いことが確認
されました。個別設問では、問2「お子さんは、園での活動に興味や関心を示し、学びや遊びを楽しんでいるように見え
ますか？」、問3「昼食・おやつなどの給食は、お子さんの成長段階や健康状態に応じて工夫されたものになっていると
思いますか？」について「はい」の回答率が97.1％で最も高く、問17「園の対応に不満を感じたとき、役所や第三者委員
など園外の機関や窓口に相談できる仕組みがあると説明を受けたことがありますか？」では「はい」の回答率が54.3％
と最も低くなっています。

　《事業所名： いちご保育園》

実数

コメント

共通評価項目

園より保護者全員に調査票を配布して頂きました。回収につ
いては、評価機関への郵送、または園内に設置した回収箱へ
の投函により提出して頂くようにしました。

調査方法

57

54
35

64.8

調査対象

調査対象は、在園児の保護者全員を対象とし、複数のお子さ
んが通っている場合は最年少児について、１世帯１回答のご
回答をいただきました。
[調査対象世帯数：54世帯(在園児57名)]

この項目では、「はい」と答えた方が全体の97.1％を占め、「どちらともいえない」が2.9％、「いいえ」が0％、「無回答＋非該当」は0％
という結果でした。自由記述では、多様な意見が寄せられました。

1．保育所での活動は、子どもの心身の発達に役立っているか

2．保育所での活動は、子どもが興味や関心を持って行えるようになっているか

この項目では、「はい」と答えた方が全体の94.3％を占め、「どちらともいえない」が2.9％、「いいえ」が0％、「無回答＋非該当」は2.9％
という結果でした。自由記述では、多様な意見が寄せられました。

この項目では、「はい」と答えた方が全体の97.1％を占め、「どちらともいえない」が2.9％、「いいえ」が0％、「無回答＋非該当」は0％
という結果でした。

3．提供される食事は、子どもの状況に配慮されているか
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33 1 0 1

26 5 1 3

20 11 4 0

21 9 5 0

21 13 1 0

30 5 0 0

29 5 1 0

この項目では、「はい」と答えた方が全体の60％を占め、「どちらともいえない」が25.7％、「いいえ」が14.3％、「無回答＋非該当」は
0％という結果でした。自由記述では、行事日時の設定について改善を期待する声が複数寄せられました。

6．安全対策が十分取られていると思うか

7．行事日程の設定は、保護者の状況に対する配慮は十分か

この項目では、「はい」と答えた方が全体の94.3％を占め、「どちらともいえない」が2.9％、「いいえ」が0％、「無回答＋非該当」は2.9％
という結果でした。

4．保育所の生活で身近な自然や社会と十分関わっているか

この項目では、「はい」と答えた方が全体の74.3％を占め、「どちらともいえない」が14.3％、「いいえ」が2.9％、「無回答＋非該当」は
8.6％という結果でした。

5．保育時間の変更は、保護者の状況に柔軟に対応されているか

この項目では、「はい」と答えた方が全体の57.1％を占め、「どちらともいえない」が31.4％、「いいえ」が11.4％、「無回答＋非該当」は
0％という結果でした。自由記述では、改善を期待する声が複数寄せられました。

この項目では、「はい」と答えた方が全体の85.7％を占め、「どちらともいえない」が14.3％、「いいえ」が0％、「無回答＋非該当」は0％
という結果でした。

8．子どもの保育について家庭と保育所に信頼関係があるか

9．施設内の清掃、整理整頓は行き届いているか

この項目では、「はい」と答えた方が全体の82.9％を占め、「どちらともいえない」が14.3％、「いいえ」が2.9％、「無回答＋非該当」は
0％という結果でした。

この項目では、「はい」と答えた方が全体の60％を占め、「どちらともいえない」が37.1％、「いいえ」が2.9％、「無回答＋非該当」は0％
という結果でした。自由記述では、職員とコミュニケーションが取りにくい点について改善を期待する声が多く寄せられました。

10．職員の接遇・態度は適切か
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30 3 2 0

20 8 0 7

32 3 0 0

26 8 1 0

27 6 2 0

27 7 1 0

19 4 11 1

この項目では、「はい」と答えた方が全体の85.7％を占め、「どちらともいえない」が8.6％、「いいえ」が5.7％、「無回答＋非該当」は0％
という結果でした。自由記述では、多様な意見が寄せられました。

11．病気やけがをした際の職員の対応は信頼できるか

この項目では、「はい」と答えた方が全体の91.4％を占め、「どちらともいえない」が8.6％、「いいえ」が0％、「無回答＋非該当」は0％
という結果でした。

12．子ども同士のトラブルに関する対応は信頼できるか

13．子どもの気持ちを尊重した対応がされているか

この項目では、「はい」と答えた方が全体の57.1％を占め、「どちらともいえない」が22.9％、「いいえ」が0％、「無回答＋非該当」は
20％という結果でした。

この項目では、「はい」と答えた方が全体の77.1％を占め、「どちらともいえない」が17.1％、「いいえ」が5.7％、「無回答＋非該当」は
0％という結果でした。

14．子どもと保護者のプライバシーは守られているか

15．保育内容に関する職員の説明はわかりやすいか

この項目では、「はい」と答えた方が全体の74.3％を占め、「どちらともいえない」が22.9％、「いいえ」が2.9％、「無回答＋非該当」は
0％という結果でした。

この項目では、「はい」と答えた方が全体の54.3％を占め、「どちらともいえない」が11.4％、「いいえ」が31.4％、「無回答＋非該当」は
2.9％という結果でした。

16．利用者の不満や要望は対応されているか

17．外部の苦情窓口（行政や第三者委員等）にも相談できることを伝えられてい
るか

この項目では、「はい」と答えた方が全体の77.1％を占め、「どちらともいえない」が20％、「いいえ」が2.9％、「無回答＋非該当」は0％
という結果でした。
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〔組織マネジメント：認可保育所〕 令和4年度

《事業所名： いちご保育園》

Ⅰ 組織マネジメント項目（カテゴリー１～５、７）

№

7／7

評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

評価項目3

　　

評価

事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）を周知し
ている 評点（○○）

標準項目
1. 事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）について、職員の理解が深まるような取り組
みを行っている

2. 事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）について、利用者本人や家族等の理解が深
まるような取り組みを行っている

共通評価項目

1
カテゴリー1

リーダーシップと意思決定

サブカテゴリー1（1-1）

事業所が目指していることの実現に向けて一丸となっている サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

重要な案件について、経営層（運営管理者含む）は実情を踏まえて
意思決定し、その内容を関係者に周知している 評点（○○○）

標準項目
1. 重要な案件の検討や決定の手順があらかじめ決まっている

2. 重要な意思決定に関し、その内容と決定経緯について職員に周知している

経営層（運営管理者含む）は自らの役割と責任を職員に対して表明
し、事業所をリードしている 評点（○○）

標準項目
1. 経営層は、事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）の実現に向けて、自らの役割と責
任を職員に伝えている

2. 経営層は、事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）の実現に向けて、自らの役割と責
任に基づいて職員が取り組むべき方向性を提示し、リーダーシップを発揮している

園長の業務内容は人事権を含む園運営全般です。その役割と責任について職務分担表に記載し、職員に伝えています。また、理事長
は、毎朝玄関周りの消毒や掃除を行い、登園してきた保護者や園児とあいさつを交わし、交流を深めています。加えて、年始には園の幹
部職員一人ひとりに手紙でメッセージを伝えています。そのほか、園長が指揮した事例として、2駅先の法人所有の高齢者住宅の裏庭を借
りて、子どもたちが野菜の育成や収穫体験が出来るように取り組んでいます。

運営に関する重要な案件は、本部会議や保育会議で検討しそれぞれ周知しています

法人や園の運営に関する重要な案件は、本部会議や保育会議で検討し、園長・副園長から職員会議で職員に周知しています。職員に対
して周知した重要な案件の例として「法人の新聞の作成・利用者や職員に配付」などがあります。そのような事例については、法人本部経
営者会議で検討し、法人本部会議、職員全体会議で周知しました。また、保護者に対して周知したサービス変更などの例として「乳児手ぶ
ら登園についてのお試し実施」などがあります。そのような事例については、運営委員会での要望を受け、職員会議で検討・周知しました。

3. 利用者等に対し、重要な案件に関する決定事項について、必要に応じてその内容と決定経緯を伝えて
いる

カテゴリー1の講評

園の保育理念や保育目標は新人研修としおりの配付により職員に伝えています

園の保育理念を「クラス別、異年齢混合クラスを取り入れ、社会性、運動能力、思考と創造性の発達を促す。」とし、保育目標を「食事、運
動を通して健康な体、体力をつける。自分を大切にし、良好な対人関係を築ける感性豊かな子どもに育てる。」と定めています。園のビジョ
ン・理念について職員の理解を深める取り組みとして、新人職員研修を行うほか、園のしおりを職員全員に配付しています。保護者に対し
ては、運営方針を入園説明会、全体的な計画を保護者会で伝えています。

園長の役割や責任は職務分担表に記載し、職員に伝えています

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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評価項目1

　　

評価
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評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

2
カテゴリー2

事業所を取り巻く環境の把握・活用及び計画の策定と実行

標準項目
1. 利用者アンケートなど、事業所側からの働きかけにより利用者の意向について情報を収集し、ニーズを
把握している

2. 事業所運営に対する職員の意向を把握・検討している

3. 地域の福祉の現状について情報を収集し、ニーズを把握している

4. 福祉事業全体の動向（行政や業界などの動き）について情報を収集し、課題やニーズを把握している

5. 事業所の経営状況を把握・検討している

サブカテゴリー1（2-1）

事業所を取り巻く環境について情報を把握・検討し、課題を抽出し
ている

サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

事業所を取り巻く環境について情報を把握・検討し、課題を抽出し
ている 評点（○○○○○○）

標準項目
1. 課題をふまえ、事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）の実現に向けた中・長期計画
を策定している

2. 中・長期計画をふまえた単年度計画を策定している

3. 策定している計画に合わせた予算編成を行っている

着実な計画の実行に取り組んでいる
評点（○○）

6. 把握したニーズ等や検討内容を踏まえ、事業所として対応すべき課題を抽出している

サブカテゴリー2（2-2）

実践的な計画策定に取り組んでいる サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）の実現
に向けた中・長期計画及び単年度計画を策定している 評点（○○○）

利用者のニーズは、運営委員会・行事ごとのアンケート・意見箱により把握し、職員会議や昼会議で職員に伝えています。今年度、運営委
員会で保護者代表の方からの意見を受けて実施した取り組みとして、おむつのサブスクを開始しています。また、職員のニーズは個別面
談（年1回）により把握しています。そのほか、地域の福祉のニーズは、私立園長会により把握し「子育て世帯向け手作りおもちゃキットの配
布」などに取り組んでいます。

保育ネットワークへの参加などから運営環境を分析し課題を抽出しています

福祉事業全体の動向を把握するため、日本保育協会・東京都社会福祉協議会などの保育ネットワークに参加しているほか、業界誌などを
購読しています。また、園の予算と実績は園長・事務が管理し、年度始めの職員会議で職員に伝えています。なお、予算・決算書類は事務
室キャビネットに保管しています。把握した情報などから事業環境を分析した結果「園児の定員割れ」や「防犯カメラ、玄関電子錠の取り換
え」を優先度が高い課題として捉えています。

園で5年間の中期計画と単年度事業計画を作成し、進捗状況を確認しています

理事長が法人の中長期計画を作成し、それを踏まえた園の中期計画と単年度事業計画を園長が作成しています。園の中期計画は2022
年から2026年までの5年間を単位として設定し、ガントチャートでそれぞれの項目の取り組み状況を確認できるよう工夫しています。これら
の計画は園長を中心に作成し、計画書を事務室内キャビネットに保管しています。さらに内容を年度始めの職員会議で伝えています。計
画を見直す場合は、職員会議、リーダー会議で検討し、園長・副園長が中心となって判断しています。

標準項目
1. 事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）の実現に向けた、計画の推進方法（体制、職
員の役割や活動内容など）、目指す目標、達成度合いを測る指標を明示している

2. 計画推進にあたり、進捗状況を確認し（半期・月単位など）、必要に応じて見直しをしながら取り組んで
いる

カテゴリー2の講評

運営委員会はアンケートにより保護者の意向を把握し、新たなサービスに繋げています

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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評価項目1

　　

評価

4／4

評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

5／5

評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

3
カテゴリー3

経営における社会的責任

標準項目
1. 全職員に対して、社会人・福祉サービスに従事する者として守るべき法・規範・倫理（個人の尊厳を含
む）などを周知し、理解が深まるように取り組んでいる

2. 全職員に対して、守るべき法・規範・倫理（個人の尊厳を含む）などが遵守されるように取り組み、定期
的に確認している。

サブカテゴリー2（3-2）

利用者の権利擁護のために、組織的な取り組みを行っている サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

サブカテゴリー1（3-1）

社会人・福祉サービス事業者として守るべきことを明確にし、その
達成に取り組んでいる

サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

社会人・福祉サービスに従事する者として守るべき法・規範・倫理
などを周知し、遵守されるよう取り組んでいる 評点（○○）

虐待に対し組織的な防止対策と対応をしている
評点（○○）

標準項目
1. 利用者の気持ちを傷つけるような職員の言動、虐待が行われることのないよう、職員が相互に日常の
言動を振り返り、組織的に防止対策を徹底している

2. 虐待を受けている疑いのある利用者の情報を得たときや、虐待の事実を把握した際には、組織として関
係機関と連携しながら対応する体制を整えている

利用者の意向（意見・要望・苦情）を多様な方法で把握し、迅速に対
応する体制を整えている 評点（○○）

標準項目
1. 苦情解決制度を利用できることや事業者以外の相談先を遠慮なく利用できることを、利用者に伝えてい
る

2. 利用者の意向（意見・要望・苦情）に対し、組織的に速やかに対応する仕組みがある

標準項目
1. 透明性を高めるために、事業所の活動内容を開示するなど開かれた組織となるよう取り組んでいる

2. ボランティア、実習生及び見学・体験する小・中学生などの受け入れ体制を整備している

地域の福祉ニーズにもとづき、地域貢献の取り組みをしている
評点（○○○）

サブカテゴリー3（3-3）

地域の福祉に役立つ取り組みを行っている サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

透明性を高め、地域との関係づくりに向けて取り組んでいる
評点（○○）

標準項目
1. 地域の福祉ニーズにもとづき、事業所の機能や専門性をいかした地域貢献の取り組みをしている

2. 事業所が地域の一員としての役割を果たすため、地域関係機関のネットワーク（事業者連絡会、施設長
会など）に参画している

3. 地域ネットワーク内での共通課題について、協働できる体制を整えて、取り組んでいる

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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職員の行動規範として「厳守8か条」を策定し、職員の理解が深まるようにしています

職員が守るべきことを「厳守8か条」として定め、常に目にできるよう職員トイレ・休憩室に掲示して理解を深めています。その中で「あいさ
つ」「丁寧な言葉遣い」「体罰の厳禁」「差別の禁止」「プライバシーの配慮」など、職員が守るべきことを示しています。また「保育所保育指
針」に基づき「健康な心と体」「自立心」「豊かな感性と表現」などに配慮しながら子どもの育成を温かく見守ることを求めています。加えて、
保育者、調理者、看護者および全職員共通の行動基準について自己チェック表で振り返りを行い、定期的に確認しています。

苦情解決制度を整備し、苦情対応マニュアルに沿って対応しています

苦情があった際には副園長が受け付けし、園長が解決にあたっています。その体制や役割について重要事項説明書・園内の掲示で保護
者に伝えています。意見や要望については苦情対応マニュアルに沿って対応し「利用者に直接または玄関掲示板での掲示」などで回答し
ています。また、職員の子どもに対する適切な関わり方について、職員厳守8か条・規範・子どもの人権権利マニュアルに示すほか接遇研
修を実施し、理解を深めています。虐待が疑われる事例が生じた際には、虐待発見マニュアルに沿って子ども家庭支援センターなどと連
携して対応しています。

地域の子育て世帯に向けて、子育て支援事業「いちごクラブ」を開催しています

地域に開かれた施設となるよう、事業計画や予算・決算報告・財務諸表をホームページで公開しています。また、ボランティアなどを受け入
れる際は、ボランティア・実習生・職業体験等受け入れマニュアルに沿って副園長が対応しています。そのほか、地域貢献の取り組みとし
て子育て支援事業「いちごクラブ」を年間12回実施しています。具体的な内容として離乳食講座などを企画し、ホームページなどで周知して
います。今年度は地域の子育て世帯に向けて、園で作成した手作りおもちゃキットを毎月20セット程配布しています。

カテゴリー3の講評
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評価項目1

　　

評価

4／4

評価項目1

　　

評価

事業所としてリスクマネジメントに取り組んでいる
評点（○○○○○）

標準項目
1. 事業所が目指していることの実現を阻害する恐れのあるリスク（事故、感染症、侵入、災害、経営環境
の変化など）を洗い出し、どのリスクに対策を講じるかについて優先順位をつけている

2. 優先順位の高さに応じて、リスクに対し必要な対策をとっている

4
カテゴリー4

リスクマネジメント

サブカテゴリー1（4-1）

リスクマネジメントに計画的に取り組んでいる サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

事業所の情報管理を適切に行い活用できるようにしている
評点（○○○○）

標準項目
1. 情報の収集、利用、保管、廃棄について規程・ルールを定め、職員（実習生やボランティアを含む）が理
解し遵守するための取り組みを行っている

2. 収集した情報は、必要な人が必要なときに活用できるように整理・管理している

3. 災害や深刻な事故等に遭遇した場合に備え、事業継続計画（ＢＣＰ）を策定している

4. リスクに対する必要な対策や事業継続計画について、職員、利用者、関係機関などに周知し、理解して
対応できるように取り組んでいる

5. 事故、感染症、侵入、災害などが発生したときは、要因及び対応を分析し、再発防止と対策の見直しに
取り組んでいる

サブカテゴリー2（4-2）

事業所の情報管理を適切に行い活用できるようにしている サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

3. 情報の重要性や機密性を踏まえ、アクセス権限を設定するほか、情報漏えい防止のための対策をとっ
ている

4. 事業所で扱っている個人情報については、「個人情報保護法」の趣旨を踏まえ、利用目的の明示及び
開示請求への対応を含む規程・体制を整備している

カテゴリー4の講評

運営に係るリスクについて職員会議で検討し、必要な対策を講じています

運営に係るリスクについては職員会議で検討しており、防犯対策としてネットランチャーやサスマタを用意しています。また、各保育室の様
子は事務室から確認することができ、事故や濃厚接触者の確認に役立てています。事故・感染症・侵入・災害などが発生した際は、事故報
告書・ヒヤリハットなどに記録しています。その上で発生要因を職員会議で分析するとともに、再発防止策を玄関掲示・保護者専用ホーム
ページで利用者に報告しています。そのほか、全職員普通救命講習を受講しています。

地震などの災害に加え、感染症に対応した事業継続計画（BCP)を作成しています

災害や深刻な事故などに遭遇した場合に備え、首都直下型地震（M7）コロナ感染症を想定した事業継続計画（BCP）を作成しています。復
旧期間を1～3日と定め、3日分の防災備蓄品を備えています。併せて、新型コロナウイルスなどの感染症に関するBCPも作成しています。
危機管理の方法やBCPの内容について、危機管理研修で職員に伝えるほか、利用者に対して運営委員会・ホームページで説明していま
す。

個人情報保護規定を整備するとともに、研修を実施し職員の理解を深めています

個人情報の収集・利用・保管・廃棄については、個人情報保護規定で定めています。その内容については、個人情報研修を実施し、職員
の理解を深めています。また、職員契約書を取り交わして情報管理や文書管理の遵守を求めています。個人情報や機密性の高い情報を
含む文書は、事務室キャビネットに保管しています。それらの文書を保管文書一覧表に一覧としてまとめ、持ち出し記録簿により所在や活
用状況を把握しています。個人情報の利用目的や開示請求の方法については、重要事項説明書に明示しています。

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

評価項目3

　　

評価

評価項目4

　　

評価

3／3

評価項目1

　　

評価

5
カテゴリー5

職員と組織の能力向上

サブカテゴリー1（5-1）

事業所が目指している経営・サービスを実現する人材の確保・育
成・定着に取り組んでいる

サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

事業所が目指していることの実現に必要な人材構成にしている
評点（○○）

標準項目
1. 事業所が求める職責または職務内容に応じた長期的な展望（キャリアパス）が職員に分かりやすく周知
されている

2. 事業所が求める職責または職務内容に応じた長期的な展望（キャリアパス）と連動した事業所の人材育
成計画を策定している

事業所の求める人材像を踏まえた職員の育成に取り組んでいる
評点（○○○○）

標準項目
1. 事業所が求める人材の確保ができるよう工夫している

2. 事業所が求める人材、事業所の状況を踏まえ、育成や将来の人材構成を見据えた異動や配置に取り
組んでいる

事業所の求める人材像に基づき人材育成計画を策定している
評点（○○）

職員の定着に向け、職員の意欲向上に取り組んでいる
評点（○○○○）

標準項目
1. 事業所の特性を踏まえ、職員の育成・評価と処遇（賃金、昇進・昇格等）・称賛などを連動させている

2. 就業状況（勤務時間や休暇取得、職場環境・健康・ストレスなど）を把握し、安心して働き続けられる職
場づくりに取り組んでいる

3. 職員の意識を把握し、意欲と働きがいの向上に取り組んでいる

標準項目
1. 勤務形態に関わらず、職員にさまざまな方法で研修等を実施している

2. 職員一人ひとりの意向や経験等に基づき、個人別の育成（研修）計画を策定している

3. 職員一人ひとりの育成の成果を確認し、個人別の育成（研修）計画へ反映している

4. 指導を担当する職員に対して、自らの役割を理解してより良い指導ができるよう組織的に支援を行って
いる

標準項目
1. 職員一人ひとりが学んだ研修内容を、レポートや発表等を通じて共有化している

2. 職員一人ひとりの日頃の気づきや工夫について、互いに話し合い、サービスの質の向上や業務改善に
活かす仕組みを設けている

3. 目標達成や課題解決に向けて、チームでの活動が効果的に進むよう取り組んでいる

4. 職員間の良好な人間関係構築のための取り組みを行っている

サブカテゴリー2（5-2）

組織力の向上に取り組んでいる サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

組織力の向上に向け、組織としての学びとチームワークの促進に
取り組んでいる 評点（○○○）

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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カテゴリー5の講評

キャリアパスシートを整備し、階層ごとの役割や求められる能力を明示しています

職員の採用に際して、求人ホームページ・友達紹介・専門学校との連携など、求職者の応募を促す工夫をしています。キャリアパスシート
は5階層で設定しており、入職時研修や個人面談で職員に伝えています。キャリアパスシートに記載した新人研修の具体例として、新入社
員研修を、リーダー職員研修の具体例として、キャリアアップ研修を設定しています。職員が受講した研修内容は研修報告書に記録し、研
修報告書を回覧します。さらに必要に応じて研修参加者が職員会議で報告し、他の職員と共有しています。

研修に関する考え方や体系図を示した職員研修計画表を作成しています

全職員対象の研修計画を職員研修計画表に明示しています。職員研修計画表には、基本的な考え方・研修計画策定指針・重点研修のほ
か、研修体系図やそれぞれの役職に求められる能力・研修例が記載されています。また、年度始めには個別の研修計画を作成していま
す。個人別の育成計画を作成するにあたり、職員の意向や経験を個別面談・個人別キャリア目標で確認し、3月から4月に作成しています。
また、育成の成果については個人面談で確認し、目標管理シート、自己評価チェックシートに記録しています。

働きやすい環境整備に向けて家族同伴食事会や特別休暇取得制度などを導入しています

福利厚生の具体的な内容として、家族同伴食事会や特別休暇取得制度などを取り入れています。家族同伴食事会は2年に1度開催し、職
員の家族を招いて屋形船などで一緒に食事をしています。また、特別休暇制度は勤続10年以上の職員を対象に、地方研修に合わせて最
大６日間の休暇を付与する制度で、リフレッシュ目的に活用されています。そのほか、出産・育児休暇の取得を促進するために、出産予定
者への面談などを行っています。
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評価項目1

　　

前年度の重要課題に対する組織的な活動（評価機関によるまとめ）

　　
目標の設定と

取り組み

　　 取り組みの検証

　　 検証結果の反映

評価項目１で確認した組織的な活動や評語の選択に関する講評

評価項目2

　　

前年度の重要課題に対する組織的な活動（評価機関によるまとめ）

7
カテゴリー7

事業所の重要課題に対する組織的な活動

サブカテゴリー1（7-1）

事業所の重要課題に対して、目標設定・取り組み・結果の検証・次期の事業活動等への反映を行っている

事業所の理念・基本方針の実現を図る上での重要課題について、前年度具体的な目標を設定して取り組み、結果を検証して、今年度以
降の改善につなげている（その２）

 

事業所の理念・基本方針の実現を図る上での重要課題について、前年度具体的な目標を設定して取り組み、結果を検証して、今年度以
降の改善につなげている（その１）

 

前年度において「地域の資源を増やし、社会性やその他の主体性を引き出す経験を多く体験させること」を重要課題の一つと掲げていまし
た。その背景として、ＮＰＯ法人の特性を活かした取り組みの強化を目指したことが挙げられます。その課題に対して「ハロウインなどの行
事参加、タケノコ・みかん狩り、川遊びなどの実施」に取り組みました。また、近隣にある法人の畑を借りた栽培活動にも取り組みました。そ
うした取り組みにより、自然を活かした活動の増加と、収穫体験で食育に繋げることができました。園は目標の達成度を、120%と自己評価
しています。

 

NPO法人運営の強みを強化するため、地域との協力や自然を取り入れた活動に取り組んでいます。中でも法人所有の畑を使用した栽培
活動では、4・5歳児クラスが電車に乗って、畑仕事をしたり、法人が運営する高齢者施設の利用者との交流したりするなど多様な経験に繋
がっています。今後、近隣の高齢者施設や障害者施設にも訪問して交流することにも意欲を示しており、取り組みが期待されます。

具体的な目標を設定し、その達成に向けて取り組みを行った

具体的な目標を設定したが、その達成に向けて取り組みが行われていなかった

具体的な目標が設定されていなかった

目標達成に向けた取り組みについて、検証を行った

目標達成に向けた取り組みについて、検証を行っていなかった（目標設定を行っていなかった場合も含む）

設立後間もないため、前年度の実績がなく、評価対象外である

次期の事業活動や事業計画へ、検証結果を反映させた

次期の事業活動や事業計画へ、検証結果を反映させていない

設立後間もないため、前年度の実績がなく、評価対象外である
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目標の設定と

取り組み

　　 取り組みの検証

　　 検証結果の反映

評価項目２で確認した組織的な活動や評語の選択に関する講評

前年度において「4・5歳クラスの定員割れ」を重要課題の一つと掲げていました。その背景として、駅近という環境からの転居が増加したこ
とが挙げられます。その課題に対して「ホームページを活用し、幼児への取り組みや子どもたちの様子を伝えていく」ことを目標として掲げ
ていました。そこでホームページを改修し、職員自らが更新できるようにしました。その際、動画を挿入できるようにするなどの工夫を取り入
れました。そうした取り組みにより、新規に園を探している希望者に情報を提供することができました。園は、目標の達成度を、100%と自己
評価しています。そのような結果に至った要因について、行事などの写真をタイムリーにアップできたことと考えており、今後さらに成果を高
めていくためにクラス日誌についても写真入りで毎日アップしていくことに取り組む方針です。

 

駅近という立地条件から、3歳児クラスから幼稚園に転園する家庭が毎年2から3名ほど発生していました。背景について、引っ越し家庭が
多い状況にあり、ホームページ改修による情報発信強化に取り組んでいます。職員自らがタイムリーに情報を発信することで新規の入園
希望者に情報を届けることができています。今年度の目標として、動画配信サイトを利用して動画をアップすることを掲げており、さらなる
情報発信が期待されます。

具体的な目標を設定し、その達成に向けて取り組みを行った

具体的な目標を設定したが、その達成に向けて取り組みが行われていなかった

具体的な目標が設定されていなかった

目標達成に向けた取り組みについて、検証を行った

目標達成に向けた取り組みについて、検証を行っていなかった（目標設定を行っていなかった場合も含む）

設立後間もないため、前年度の実績がなく、評価対象外である

次期の事業活動や事業計画へ、検証結果を反映させた

次期の事業活動や事業計画へ、検証結果を反映させていない

設立後間もないため、前年度の実績がなく、評価対象外である
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〔サービス分析：認可保育所〕 令和4年度

《事業所名： いちご保育園》

Ⅱ サービス提供のプロセス項目（カテゴリー６-１～３、６-５～６）

№

4／4

評価項目1

　　

評価

利用希望者等に対してサービスの情報を提供している
評点（○○○○）

標準項目
1. 利用希望者等が入手できる媒体で、事業所の情報を提供している

2. 利用希望者等の特性を考慮し、提供する情報の表記や内容をわかりやすいものにしている

3. 事業所の情報を、行政や関係機関等に提供している

共通評価項目

1

サブカテゴリー1

サービス情報の提供 サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

利用希望者に向けた園の見学会は毎週水曜15時30分から（希望者が多い時は金曜日に追加して）3名ずつの少人数で開催しています。
主に園長または副園長が担当しており、地域との協働・園の安全対策・英語教室・おいしい給食・アレルギー対応などについて詳しく説明
しています。加えて、地域の保護者に向けた園行事参加へのお誘い・ホームページなどを通して、保育内容について情報を公開していま
す。市のホームページにも関連する情報が掲載されているほか、市役所の子育て支援課では園の情報が記載された資料を入手すること
ができます。

4. 利用希望者等の問い合わせや見学の要望があった場合には、個別の状況に応じて対応している

サブカテゴリー1の講評

案内資料とホームページを整備し園の環境や保育内容について分かりやすく伝えています

事業所の情報は法人が発行する保育園案内に加えて、園独自のリーフレットにより「保育理念・保育目標・特色・デイリープログラム・年間
行事」などの内容を紹介しています。そのほか、ホームページの内容を充実させており「園の概要・保育園での生活・園内の様子」のほか、
保護者専用ページやお知らせを通じて地域の親子向けの活動などの情報を紹介しています。園内の環境構成や子どもたちの活動の様子
などについてイラストや写真を多く活用し、園での生活がよりイメージできるように工夫しています。

見学会は毎週少人数制で開催し、園の取り組みや環境などについて詳しく説明しています

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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6／6

評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

2

サブカテゴリー2

サービスの開始・終了時の対応 サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

3. サービスに関する説明の際に、保護者の意向を確認し、記録化している

サービスの開始及び終了の際に、環境変化に対応できるよう支援を行っている
評点（○○○）

標準項目
1. サービス開始時に、子どもの保育に必要な個別事情や要望を決められた書式に記録し、把握している

サービスの開始にあたり保護者に説明し、同意を得ている
評点（○○○）

標準項目
1. サービスの開始にあたり、基本的ルール、重要事項等を保護者の状況に応じて説明している

2. サービス内容について、保護者の同意を得るようにしている

2. 利用開始直後には、子どもの不安やストレスが軽減されるように配慮している

3. サービスの終了時には、子どもや保護者の不安を軽減し、支援の継続性に配慮した支援を行っている

サブカテゴリー2の講評

入園説明会（見学会）に加えて個別面接を設け、保育内容について詳しく伝えています

入園が決まったタイミングで、園のしおり・重要事項説明書・生活調査票・生活リズムなどのアンケートなどを用意し、郵送しています。入園
説明会は園見学に合わせて少人数ごとに開催し、2月下旬には個別面接を行って再度保育内容について詳しく説明しています。その際、
個人情報の取り扱いおよびプライバシーの保護については「保護者同意書」で同意確認を得ています。サービス内容に対する保護者の意
向を入園前後の個別面談・運営委員会開催時のアンケート・意見箱などで把握し、意見・苦情などの対応ファイルに記録しています。

親しみ保育期間中は保護者との対話を大切にし、子どもの状況や情報を共有しています

サービスの開始に合わせて、アレルギーや既往歴など子どもの健康状態を入園前のアンケート・生活状況調査書・面談表で把握し、入園
前の生活状況については3日間の記録提出を求めています。また、子どもの不安やストレスが軽減されるように、5日間（幼児クラスでは3
日間）を目安に親しみ（慣らし）保育期間を設けています。期間中は、保護者の保育に対する理解や安心を深めるため、その日の子どもの
様子を連絡帳ではなく必ず口頭で伝えるようにしています。子どもに対しては、安心するタオルなどの持ち込みを受け入れています。

就学に向けて、小学校見学を実施し子どもが安心して入学できるよう支援しています

退園や転園をする園児には、クラスの寄せ書き・作品帳をプレゼントしています。また、転園先からの要請があった場合のみ必要書類を準
備して園児の情報を引き継いでいます。就学に際して、子どもの育ちを支えるための資料として小学校に提出する「保育所児童保育要録」
を作成しています。また、年長児は小学校見学に行く機会を設けています。そこでは、入学後の学校生活をイメージしながら、入学後の不
安が少しでも減るように取り組んでいます。加えて、入学後の運動会などに担任であった保育士が訪れて、子どもたちの様子を知るように
しています。

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

評価項目3

　　

評価

評価項目4

　　

評価

3

サブカテゴリー3

個別状況の記録と計画策定 サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

定められた手順に従ってアセスメント（情報収集、分析および課題設定）を行い、子どもの課題を
個別のサービス場面ごとに明示している 評点（○○○）

標準項目
1. 子どもの心身状況や生活状況等を、組織が定めた統一した様式によって記録し把握している

2. 子どもや保護者のニーズや課題を明示する手続きを定め、記録している

2. 指導計画は、子どもの実態や子どもを取り巻く状況の変化に即して、作成、見直しをしている

3. 個別的な計画が必要な子どもに対し、子どもの状況（年齢・発達の状況など）に応じて、個別的な計画
の作成、見直しをしている

4. 指導計画を保護者にわかりやすく説明している

5. 指導計画は、見直しの時期・手順等の基準を定めたうえで、必要に応じて見直している

子どもに関する記録が行われ、管理体制を確立している
評点（○○）

3. アセスメントの定期的見直しの時期と手順を定めている

全体的な計画や子どもの様子を踏まえた指導計画を作成している
評点（○○○○○）

標準項目
1. 指導計画は、全体的な計画を踏まえて、養護（生命の保持・情緒の安定）と教育（健康・人間関係・環
境・言葉・表現）の各領域を考慮して作成している

標準項目
1. 指導計画の内容や個人の記録を、保育を担当する職員すべてが共有し、活用している

2. 申し送り・引継ぎ等により、子どもや保護者の状況に変化があった場合の情報を職員間で共有化してい
る

サブカテゴリー3の講評

保育業務支援ソフトを使用して、子どもの情報を一元的に管理しています

標準項目
1. 子ども一人ひとりに関する必要な情報を記載するしくみがある

2. 指導計画に沿った具体的な保育内容と、その結果子どもの状態がどのように推移したのかについて具
体的に記録している

子どもの状況等に関する情報を職員間で共有化している
評点（○○）

子どもの心身や生活の状況を把握するため、0・1・2歳児クラスでは保育日誌に子ども一人ひとりについての記録欄を設けるほか、連絡帳
を毎日取り交わしています。加えて、クラスノートも作成しています。また、子どもの保育目標および家庭や保護者の支援方法を、月案指
導計画に示しています。児童票は、0・1・2歳児は毎月、3・4・5歳児は隔月で発達の状況を記録しています。なお、そのような記録は、保育
業務支援ソフトを使用して一元的に管理しています。

指導計画の作成にあたってクラスの状況や個別のニーズを反映させています

「全体的な計画」に基づき、年・月・週・日を単位として指導計画を作成しています。指導計画の作成にあたって「秋に季節が移るなか鼻水
の出る子・咳の続く子が増えた」などの状況を反映させています。個別の指導計画は0・1・2歳児クラスの子どもと細やかな周期での計画
や記録が必要と判断した子どもを対象に作成しています。指導計画を見直す際は、職員会議・フロアー会議・給食会議などで検討・確認し
ています。なお「全体的な計画」をホームページに掲載し、園内にも掲示しています。また、個別の指導計画については個人面談で説明し
ています。

子どもの状況について、職員会議や申し送りノートで共有する仕組みを設けています

職員間で子どもに関する情報を共有するために、月2回、園長・副園長・常勤職員（保育士・看護師・栄養士・調理師）が参加して職員全体
会議を開催しています。加えて、クラス別会議を月1回、園長・副園長・保育士が参加して開催しています。そのほか、定期的に部屋ごとの
会議や給食会議も開催しています。さらに、毎日行う15分間の職員ミーティングで日々の子どもや保護者の状況について確認しています。
申し送りには、申し送りノート・園日誌個別連絡欄・個別のメモを活用しています。

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

5

サブカテゴリー5

プライバシーの保護等個人の尊厳の尊重 サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

サービスの実施にあたり、子どもの権利を守り、子どもの意思を尊重している
評点（○○○）

標準項目
1. 日常の保育の中で子ども一人ひとりを尊重している

2. 子どもと保護者の価値観や生活習慣に配慮した保育を行っている

子どものプライバシー保護を徹底している
評点（○○）

標準項目
1. 子どもに関する情報（事項）を外部とやりとりする必要が生じた場合には、保護者の同意を得るようにし
ている

2. 子どもの羞恥心に配慮した保育を行っている

子どもの権利マニュアル・保育指針に則って人権研修を実施するほか、職員会議で子どもの人権に関する話し合いや言葉かけに関する
保育の見直しをしています。また、子どもとの約束をきちんと守る・名前の呼び捨てをしない・丁寧な言葉かけに取り組み、保育記事の掲
示・関連書籍の購読など園内環境を整備して職員の学びを促しています。さらに保護者の意向や価値観を把握した上で、登降園時間の
変更に柔軟に対応するほか、苦手な食べ物は無理強いせず食べられた時の喜びを分かち合えるよう、子どもの自尊心に寄り添って保育
を行っています。

虐待防止および適切な対応に備え職員は研修への参加やセルフチェックを行っています

虐待や育児困難などの事案については、要支援の子どもや家庭への対応マニュアルに則って対応しています。職員は早期発見のための
チェックや巡回指導員の情報を共有し、虐待防止および適切な対応に備えています。東京都および国からのパンフレット・ホームページの
閲覧に加えて「人権擁護のためのセルフチェックリスト」の活用・「保育士が避けたい言葉がけ・自己肯定感を伸ばす言葉かけ」の研修を
行っています。虐待に関するニュースが報道された際は、内容を閲覧できるようにするほか、昼礼や会議の議題として取り上げて意識を高
めています。

3. 虐待防止や育児困難家庭への支援に向けて、職員の勉強会・研修会を実施し理解を深めている

サブカテゴリー5の講評

着替えの際パーテーションを利用したり着替え方法を指導したり羞恥心に配慮しています

個人情報およびプライバシーの保護については入園時面接で説明し、保護者同意書で同意を得ています。突発的に個人情報の提供が必
要となった場合は面接時の同意に沿い、ケースによっては再度個別に確認をとり対応しています。子どもの羞恥心に配慮し、着替えをする
際はカーテンやパーテーションで仕切るようにしています。また、全裸にならないよう着脱の順番やラップタオルの使用を促しています。性
別の違いを意識する取り組みとしては、幼児クラスにおいて、看護師などからプライベートゾーンの大切さについて話す機会を設けていま
す。

職員は人権についての知識を深め、子ども一人ひとりに寄り添い保育を行っています

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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5／5

評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

6

サブカテゴリー6

事業所業務の標準化 サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

3. 職員は、わからないことが起きた際や業務点検の手段として、日常的に手引書等を活用している

サービスの向上をめざして、事業所の標準的な業務水準を見直す取り組みをしている
評点（○○）

標準項目
1. 提供しているサービスの基本事項や手順等は改変の時期や見直しの基準が定められている

手引書等を整備し、事業所業務の標準化を図るための取り組みをしている
評点（○○○）

標準項目
1. 手引書(基準書、手順書、マニュアル)等で、事業所が提供しているサービスの基本事項や手順等を明
確にしている

2. 提供しているサービスが定められた基本事項や手順等に沿っているかどうか定期的に点検・見直しをし
ている

業務水準の向上を図るために、園長・副園長を中心にサービスの基本事項を見直し、変更点を職員会議で周知しています。今年度の事
例として「ホームページの頻繁な更新」「危険個所の洗い出しによる散歩経路の安全の確保」「子どもの所在確認」「玄関の施錠管理の強
化」「口拭きの取り扱い方」「オムツの定額利用サービスの導入」「連絡帳アプリの導入を検討」などの視点でサービスの基本事項や手順を
見直しました。また、年2回開催する運営委員会において、保護者アンケートの結果と合わせて見直しの材料としています。

2. 提供しているサービスの基本事項や手順等の見直しにあたり、職員や保護者等からの意見や提案、子
どもの様子を反映するようにしている

サブカテゴリー6の講評

「運営の手引き・各種ガイドライン」と保育実践に関連したマニュアルを作成しています

業務の標準化を図るため、法人として「運営の手引き・各種ガイドライン」を整備するとともに「受け入れ時・散歩時」など保育実践に関連し
たマニュアルを別に作成しています。さらに、職員に「散歩マニュアル・避難マニュアル・不審者マニュアル」を配付し、年度ごとに更新した
ものを職員会議で読み合わせし、理解の普及を図っています。業務の実施状況は主任・副主任・リーダーが確認し、園長・副園長が総括し
ています。併せて、内部監査を毎年実施しています。

運営委員会やアンケートで把握した保護者の意向を踏まえて、サービスを見直しています

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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Ⅲ サービスの実施項目（カテゴリー６-４）

35／35

1 評価項目1

　　

評価

サブカテゴリー4

サービスの実施項目 サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

3. 子ども同士が年齢や文化・習慣の違いなどを認め合い、互いを尊重する心が育つよう配慮している

4. 特別な配慮が必要な子ども（障害のある子どもを含む）の保育にあたっては、他の子どもとの生活を通
して共に成長できるよう援助している

5. 発達の過程で生じる子ども同士のトラブル（けんか・かみつき等）に対し、子どもの気持ちを尊重した対
応をしている

6. 【５歳児の定員を設けている保育所のみ】
小学校教育への円滑な接続に向け、小学校と連携をとって、援助している

評価項目1の講評

子ども一人ひとりの発達の状態に応じた保育を行っている
評点（○○○○○○）

標準項目
1. 発達の過程や生活環境などにより、子ども一人ひとりの全体的な姿を把握したうえで保育を行っている

2. 子どもが主体的に周囲の人・もの・ことに興味や関心を持ち、働きかけることができるよう、環境を工夫
している

子どもが主体的に活動できるよう一人ひとり自由に選択し遊び込める環境を整えています

最寄り駅から徒歩1分にあるマンションの2階に園舎を構えています。その中で、子どもと一緒にテーマを決めて行事や活動を展開し、子ど
もの意欲や関心を高めながら主体的に活動できるようにしています。また、食事・着替え・お昼寝スペースを設け、ブロックや造形積み木な
ど制作系の教材を取り入れた遊びのコーナーを充実させ、一人ひとりが好きな遊びを楽しめるように環境を整えています。さらに、子ども
の年齢や発達に応じた玩具や教材などを用意し、それらを子どもの手に取りやすい場所に設置して自由に選択して使えるようにしていま
す。

幼児クラスでの縦割り保育や合同保育・散歩を通して異年齢で交流を図っています

子どもが互いを尊重する心を育むため、週1回程度の幼児クラスでの縦割り保育に加えて、全クラスを通して異年齢で活動をしたり散歩に
出かけたり交流できる機会を設けています。また、着替え・食事・午睡の際の準備や片付けなど日常の中でも年上の子どもが年下の子ど
もの生活を手伝うなど関りを持つようにしています。また海外の文化に親しむことが出来るように、週1回の英語教室（幼児クラス）のほか、
外国の絵本の読み聞かせを行っています。さらに、国内各地の文化に関わる絵本を読んだり、給食に各地の郷土料理を盛り込み提供し
たりしています。

子ども同士のトラブルは、気持ちに寄り添い対応するとともに再発防止に努めています

特別な配慮が必要となる子どもに対しては、専任職員を配置し、パーソナルスペースを確保するほか、小児科・専門講師による巡回相談
などと連携して受け入れ体制を整えています。子ども同士のトラブルは、双方の思いを聞き取り、仲立ちをしています。同時に、密集しない
環境と保育士がそばで見守ることで予防に努めています。トラブル発生時は、ヒヤリハット報告書・昼礼報告ノートを作成し会議・昼礼で再
発防止策を検討しています。また、就学支援として小学校見学や卒園児の招待を行っています。

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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2 評価項目2

　　

評価

3 評価項目3

　　

評価

子どもの生活が安定するよう、子ども一人ひとりの生活のリズムに配慮した保育を行っている
評点（○○○○）

標準項目
1. 登園時に、家庭での子どもの様子を保護者に確認している

2. 発達の状態に応じ、食事・排せつなどの基本的な生活習慣の大切さを伝え、身につくよう援助している

食事や着替えなどの生活習慣はあそびを通して楽しく身につけられるよう工夫しています

子どもの発達段階に応じた支援の方法を年間指導計画に示しています。具体的な取り組みとして、食事指導や着替え指導では活動の中
でトングや箸を使用したり、ボタンかけに繋がる玩具を用意したりあそびを通して生活習慣が身に付くよう工夫して指導をしています。その
ほか、排泄指導としてはオムツが濡れていない時に便座に座ることや、トイレに関心を持てるよう声かけから行っています。加えて、年1回
外部の講師を招いて歯科指導を行っており、コロナ禍以前は昼食後の歯磨きを実施していました。

年齢に応じた午睡時間を設定するとともに、個々に合わせて柔軟に時間を調整しています

乳児の午睡時間は12時～14時45分、幼児の午睡時間は13時～14時30分で設定していますが、特に幼児クラスにおいては一人ひとりの
状況に応じて時間を調整しています。寝具は、コットベッド・バスタオルなどを使用しています。午睡時間に眠れない子がいた場合は、保育
室内で静かに過ごせるよう配慮しています。また、就学に向けて5歳児クラスでは秋頃より徐々に時間を短縮し、年明け頃から午睡をなく
すようにしています。

日常の保育を通して、子どもの生活や遊びが豊かに展開されるよう工夫している
評点（○○○○○○）

3. 休息（昼寝を含む）の長さや時間帯は子どもの状況に配慮している

4. 降園時に、その日の子どもの状況を保護者一人ひとりに直接伝えている

評価項目2の講評

登降園時の保護者との対話や掲示・お知らせにより子どもの様子を共有しています

登園時には保護者へ体温などの健康状態・家庭での様子などを確認するほか、0・1・2歳児クラスでは連絡帳を毎日取り交わしています。
保護者から得た情報は口頭・保育日誌・昼礼ノート・連絡板に記録し、職員間で引き継いでいます。降園時には直接保護者へ生活の様子
や健康状態などを伝えています。その際は、当日のエピソードを分かりやすい表現で伝えるようにしています。加えて、活動の様子を園内
掲示（幼児クラスは毎日・乳児クラスは適宜）やホームページへの掲載、また行事に関しては通信を配付して、活動の様子を共有していま
す。

6. 生活や遊びを通して、子どもがきまりの大切さに気付き、自分の気持ちを調整する力を育てられるよう、
配慮している

評価項目3の講評

年齢別に発達状況を把握しながら、デイリープログラムを設けています

保育方針の一つに「カリキュラムにより、クラス別・異年齢混合クラスを取り入れ、仲間関係・運動能力・思考と創造性の発達を促す」と掲
げています。デイリープログラムは、乳児（1・2歳）クラスと幼児（3・4・5歳児）クラスに分けて設定していますが、基本的な流れは「登園後の
室内遊び→朝の会→おやつ→活動保育→昼食→午睡→おやつ→自由遊び→順次降園」で共通しています。なお、園のしおりなどに0歳
児のデイリープログラムは示されていませんが、個別に対応していくことを記載しています。

ディベート・楽器演奏・ダンス・染め出しなどを体験し、さまざまな表現を学んでいます

標準項目
1. 子どもの自主性、自発性を尊重し、遊びこめる時間と空間の配慮をしている

2. 子どもが、集団活動に主体的に関われるよう援助している

3. 子ども一人ひとりの状況に応じて、子どもが言葉による伝え合いを楽しみ、言葉に対する感覚を養える
よう配慮している

4. 子どもが様々な表現を楽しめるようにしている

5. 戸外・園外活動には、季節の移り変わりなどを感じとることができるような視点を取り入れている

正しい言葉を学ぶ機会として、絵本の読み聞かせを行っています。また、子どもが自分の意見を発表する場として、朝の会・ディベートタイ
ムを設けています。そして、手あそび・わらべ歌あそび・今月のうた・楽器あそび・鍵盤ハーモニカ（5歳児）を通じて音楽的な表現力を学び、
ダンス・体操を行って体を使った表現力を身につけています。経験画・観察画・ちぎり絵・染め出し・スタンプを行い、芸術的な感性も広げて
います。そのほかに、げき遊び・ひらがな練習なども行っています。

園周辺には豊富な自然が残っており、子どもたちは散歩に出かけて元気に遊んでいます

園周辺は川や広場、収穫体験などが出来る自然環境に恵まれており、目的や遊びの内容に応じて行き先を変えることができます。これに
ついては園内玄関付近にお散歩マップを掲示し、園周辺の地域資源を明示し、子どもたちがどのような場所に出かけているのか、保護者
に具体的なイメージ伝えるものとなっています。また、園庭と設置遊具があり、ボールあそび・鬼ごっこなどを行っています。なお、園庭の床
面にはクッション性があり、安全に遊べるようになっています。さらに、関連法人が運営する他施設の敷地に畑を設け、野菜の栽培も体験
しています。

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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4 評価項目4

　　

評価

5 評価項目5

　　

評価

標準項目
1. 行事等の実施にあたり、子どもが興味や関心を持ち、自ら進んで取り組めるよう工夫している

2. みんなで協力し、やり遂げることの喜びを味わえるような行事等を実施している

3. 子どもが意欲的に行事等に取り組めるよう、行事等の準備・実施にあたり、保護者の理解や協力を得
るための工夫をしている

評価項目4の講評

日常の保育に変化と潤いを持たせるよう、行事等を実施している
評点（○○○）

保育時間の長い子どもが落ち着いて過ごせるような配慮をしている
評点（○○）

標準項目
1. 保育時間の長い子どもが安心し、くつろげる環境になるよう配慮をしている

2. 保育時間が長くなる中で、保育形態の変化がある場合でも、子どもが楽しく過ごせるよう配慮をしている

行事内容を子ども自ら決め関心を高めつつ、やり遂げる喜びを味わえるようにしています

子どもの成長などを発表する機会として「いちご祭り・運動会・発表会」を、季節行事として「端午の節句・七夕・ハロウィン・クリスマス・正月
あそび・節分・ひな祭り・収穫体験」などを行っています。毎月行事に関連した制作や装飾を行うほか、いちご祭り・ハロウィンなどの内容は
子ども同士で話し合い決めるようにしています。当日まで協力しながら取り組み、主体性や協調性を育むとともに達成感を共有できるよう
働きかけています。さらにお泊り保育では、買い出し→散歩→夕食→お楽しみ会などのプログラムで楽しめるようにしています。

保護者参加の行事を多く開催しており次期開催に向けて保護者の意見に耳を傾けています

行事の準備・実施にあたり保護者の理解や協力を得るために、年間行事予定表を3月（在園児）・入園面接時（新入園児）に配付するととも
に、行事の目的は園だより・クラスだよりで伝えています。保護者が参加・見学できる行事として、いちご祭り・敬老会・運動会・ハロウィン・
発表会を開催していますが、そのほかの活動についても写真・通信・ホームページなどで活動内容を伝えています。なお、保護者参加の
行事終了後にはアンケートを実施して保護者の声に耳を傾け、意見や提案は次期開催に活かせるようにしています。

誕生会は全園児合同のお祝いに加えて、当日もクラスごとに皆でお祝いしています

子どもの誕生日を全園児合同で毎月実施しています。誕生会では、自己紹介・個別インタビュー・歌のお祝い・カードのプレゼント・職員の
出し物などのプログラムで楽しめるようにしています。また、誕生日会当日のおやつは特別メニューとしてケーキを提供しています。さらに、
手形・成長記録・写真・メッセージの入った誕生カードをプレゼントするとともに、誕生児が主役になって喜びを感じられるよう、毎月の誕生
会とは別に誕生日当日にはクラスごとにお祝いをしています。

評価項目5の講評

子どもが長時間を安心して過ごせるよう、家庭的な雰囲気を作り出しています

子どもが長時間を安心して過ごせるよう、子どもに対して複数の保育士が関わりを持ち、家庭的な雰囲気を作り出しています。具体的な取
り組みとして、職員を加配して余裕のある配置として、個別支援の充実を図っています。また、子どもが疲れた際に身体を休めることができ
るよう、ラグを用意しています。併せて、一人になって心身を落ち着ける必要がある場合は、テントやコーナーを設置しています。そのほ
か、園内には季節を意識した壁面装飾を行い、子どもたちが日々の変化を感じられるよう工夫しています。

正規職員中心で体制を整え、延長保育時に合わせた遊びや玩具を用意しています

17時30分から合同保育に移行しています。合同保育は乳児室で行い、大勢の子どもたちでもじゅうぶんに使える量の玩具を用意するとと
もに、延長保育時に合わせた少人数ならではの遊びや玩具も用意しています。18時以降20時までを延長保育時間と設定し、なるべく正規
職員がシフト制で担当して、非常勤職員と組んで保育にあたっています。さらに個別の配慮やスキンシップを多くし、子どもが寂しくならな
いよう配慮しています。なお、利用時間に応じて補食（18時35分）または夕食（19時5分）を提供しています。

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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6 評価項目6

　　

評価

7 評価項目7

　　

評価

子どもが楽しく安心して食べることができる食事を提供している
評点（○○○○）

標準項目

卵不使用の献立をベースとし、マニュアルに沿いつつ誤食の防止に取り組んでいます

食事の際は、感染症対策として一定の距離を取り、座る場所を固定するなど落ち着いた環境の中でとれるようにしています。その際、職員
は子どものそばで見守り、適宜声がけをしながら子どもに寄り添っています。また、食材や調理器具を酸性水で洗浄するなど、衛生管理の
徹底を図り、子どもに安全な食事を提供しています。卵を用いない献立を基準としながら、食物アレルギー児対応マニュアルに沿って代替
食・除去食を提供しています。他児から距離を置いた専用席を用意し、職員がダブルチェックして専用トレーで配膳し、誤食の防止に努め
ています

和食・地場産の季節野菜を中心とし、味わいと見た目にも配慮した給食を提供しています

給食は和食中心・地産地消・旬の食材を使ったメニューをコンセプトとして、幼少期から野菜を多くとれるように工夫して、野菜の摂取量を1
日の必要量に近づけています。栄養士はほぼ毎日保育室に赴き、喫食状況を確認しています。さらに彩りや配膳量などに配慮し、子ども
の食べる意欲を高めています。特に行事の際は、ランチプレートの使用や行事に合わせたテーブルセッティングで雰囲気を盛り上げてい
ます。子どもたちには魚料理なども人気で、給食全体を通して残食がほとんどありません。

「生きる力である食べる力を育てる」を目的として、食育活動をに取り組んでいます

「生きる力である食べる力を育てる」を目的として、家庭と連携を取りながら食育活動に取り組んでいます。当番が献立を読み上げるほか、
5歳児を中心に栄養や体のつくりなど栄養に関する知識を学ぶ機会を設けています。また、人参・大根・トウモロコシ・ナス・トマト・きゅうりを
栽培し、収穫した野菜は味噌汁・おひたし・バーベキューなどの料理に取り入れています。調理体験は2歳児クラスから野菜の皮むきなど
を経験し、5歳児クラスになるとカレーライス・クッキー作りなども行っています。

1. 子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれるような雰囲気作りに配慮している

2. メニューや味付けなどに工夫を凝らしている

3. 子どもの体調（食物アレルギーを含む）や文化の違いに応じた食事を提供している

4. 食についての関心を深めるための取り組み（食材の栽培や子どもの調理活動等）を行っている

評価項目6の講評

3. 保護者と連携をとって、子ども一人ひとりの健康維持に向けた取り組み（乳幼児突然死症候群の予防
を含む）を行っている

評価項目7の講評

避難訓練・交通安全指導・健康指導により、子どもの健康に対する意識を高めています

子どもが自身の健康や安全に関心を持てるよう、防災頭巾をかぶったり非常階段を使用したりしながら、月例の避難訓練を行っています。
また、不審者対応訓練を実施するほか、近くの教習所で行われる交通安全指導に参加しています。また、日頃から手洗いや歯磨きを習慣
づけるほか、看護師による健康指導で排泄やからだの仕組みについての話をしています。さらに、歯科衛生士と歯科医師が来園し、5歳児
クラスの子どもに歯磨き指導を行っています。そのほか、5歳児による園内の危険個所探索を行い、事故・怪我の防止につなげています。

かかりつけ医と連携し、子どもの健康維持および管理に努めています

子どもが心身の健康を維持できるよう援助している
評点（○○○）

標準項目
1. 子どもが自分の健康や安全に関心を持ち、病気やけがを予防・防止できるように援助している

2. 医療的なケアが必要な子どもに、専門機関等との連携に基づく対応をしている

子どもの健康状態を把握するため、内科医による健康診断を0歳児は毎月、その他の年齢では春秋の年2回、歯科嘱託医による歯科健診
を全園児を対象に年2回を実施しています。与薬は基本的に行っていませんが、熱性けいれんやアトピー性皮膚炎などの慢性疾患で1日3
回与薬が必要な場合、医師の意見書と保護者からの与薬依頼書の提出を受けて薬を預かっています。医療的ケアを必要とする子どもに
ついては、かかりつけ医との連携や専門医による巡回指導により、適切な支援に努めています。

子ども一人ひとりの健康維持に向けた取り組みを、保護者と確認しながら進めています

保護者と連携して子どもの健康維持に取り組むために、保健だよりを毎月発行し、季節に適した健康管理の方法や感染症の流行情報な
どを伝えています。また、職員は感染症の流行期前に主な症状と対策について学び直し、嘔吐処理手順の講習などに参加しています。感
染症が発生した場合は、玄関への掲示と一斉メールにより保護者に速報しています。SIDS対策として、午睡時には保育士・看護師が視診
に努めています。併せて、ベビーセンサーを用いながら午睡チェック表に子どもの健康状態を記録しています。

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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8 評価項目8

　　

評価

9 評価項目9

　　

評価

標準項目
1. 保護者には、子育てや就労等の個々の事情に配慮して支援を行っている

2. 保護者同士が交流できる機会を設けている

3. 保護者と職員の信頼関係が深まるような取り組みをしている

4. 子どもの発達や育児などについて、保護者との共通認識を得る取り組みを行っている

5. 保護者の養育力向上のため、園の保育の活動への参加を促している

保護者が安心して子育てをすることができるよう支援を行っている
評点（○○○○○）

個別面談や育児講座で子育てに関する情報を提供し、養育力の向上を図っています

子育ての考え方について互いの理解を深めるために、保護者会や個人面談などの際に情報を提供しており、特に子どもの生活リズムに
ついてテーマに掲げ意見を交換しています。また、保護者の養育力向上に向けて園での生活リズム・離乳食の形態や食べさせ方・ベビー
マッサージなど、育児に役立つ情報を伝えています。そのほか、土曜日には空き保育室を開放して育児講座を行っています。今後は、保
育士体験を年1回実施し、保育について理解を図り、子どもの成長発達や保護者の子育てに対する悩み解消に繋げていきたいと考えてい
ます。

地域との連携のもとに子どもの生活の幅を広げるための取り組みを行っている
評点（○○）

標準項目

評価項目8の講評

保護者の家庭状況や意向を把握した上で、一人ひとりに寄り添った対応を心がけています

子育てや就労などの事情に配慮して支援を行うため、児童票・入園面接・入園後の個人面談により、子育てに関する保護者の価値観や就
労状況を把握しています。さらに行事アンケート・運営委員会・意見箱より日常的なサービスに係る保護者の意向を確認しています。また、
個別面談を新入園児は年2回・在園児は年1回に加えて、希望に応じて随時実施しています。保護者対応の方法については、アサーティブ
な伝え方を習得するとともに、職員会議での話し合い・研修会の実施・先輩職員への同行などを通じて理解を深めています。

保護者参加の会は、曜日や時間に幅をもたせて多くの方が参加できるよう配慮しています

保護者同士の交流促進を目的として、親子遠足・クラス別懇談会を開催しています。父母会については、情報提供や通知の際に支援して
います。職員との信頼関係を深める取り組みとして、送迎時のコミュニケーションを大切にするほか、園内掲示やホームページ内に職員の
紹介コーナーを設けています。また、保育参加を年2回、保護者会をクラスごとに年1回実施しています。運営委員会は年2回（7月・2月）開
催し、運営報告・保健栄養報告・意見交換などを行っています。開催に際して、曜日や時間に幅をもたせて多くの方が参加できるよう配慮
してます。

園行事への招待や実習生などを受け入れ、子どもが職員以外の人とふれあっています

園が主催する「いちご祭り・観劇会」に地域の方を招待し、出店への参加など一緒に楽しめるようにしています。開催に際しては、ポスター
掲示・公園でのチラシの配布を行い参加を促しています。また、保育実習生を受け入れる際には、部分実習として紙芝居・絵本の読み聞
かせ・手あそびなどを行っています。ボランティア・職場体験を受け入れる際には、保育参加や行事の手伝いをしています。そのほか、海
外（ネパール）の幼児教育関係者の視察を受けるなど、子どもが職員以外の人とふれあう機会を設けています。

1. 地域資源を活用し、子どもが多様な体験や交流ができるような機会を確保している

2. 園の行事に地域の人の参加を呼び掛けたり、地域の行事に参加する等、子どもが職員以外の人と交
流できる機会を確保している

評価項目9の講評

子どもがさまざまな場所で多くの人と交流できるよう、地域との連携を大切にしています

地域資源を活用し、子どもが多様な体験や交流ができるよう、駅前のお祭りや市役所広場での行事へ参加しています。また、教習所での
交通安全指導のほか、消防署や交番を見学させてもらうなど交流を図っています。さらに、図書館が開催する出張型の絵本読み聞かせに
参加し、散歩の際には児童館へも訪問しています。そのほか、農家や近隣施設での収穫体験（たけのこ・さつまいも・みかん狩り）・ハロ
ウィンでの訪問・5歳児の小学校見学などを行っており、さまざまな場面で地域交流しています。

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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〔事業者が特に力を入れている取り組み：認可保育所〕 令和4年度

《事業所名： いちご保育園》

評価項目

評価項目

評価項目

タイトル① 高齢者施設への訪問や畑仕事を通して、子どもの多様な経験に繋げています

3-3-1

透明性を高め、地域との関係づくりに向けて取り組んでいる

事業者が特に力を入れている取り組み①

内容①

NPO法人運営の強みを強化するため、地域との協力や自然を取り入れた活動に取り組んでいます。中でも近隣の
法人畑を使用した栽培活動では、4・5歳児クラスが電車に乗って、畑仕事をしたり、法人が運営する高齢者施設の
利用者との交流したりするなど、子どもの多様な経験に繋がっています。今後、近隣の高齢者施設や障害児施設に
も訪問し、交流することを計画しています。

タイトル② パーテーションの付け替えやオゾン発生器の設置により、園内の衛生管理に努めています

内容②

0・1歳児クラスが入るフロアーでは、子どもの身長ほどのパーテーションでさらに2つの年齢に応じた環境を設けてい
ます。そのパーテーションについて、感染症の拡大防止策として、隙間から子ども同士が直接ふれあわないように格
子状のものから壁面状のものに付け替えました。さらに、新型コロナウイルスの流行以前より空間除菌を行えるオ
ゾン発生器を取りつけ、園内の衛生管理に努めています。さらに、防犯カメラを設置して園長席から園内の様子をモ
ニターできるようにしました。また、玄関施錠の管理方法も強化しました。

6-4-7

子どもが心身の健康を維持できるよう援助している

事業者が特に力を入れている取り組み②

内容③

経営の安定に向けて、利用定員の確保が重点目標となっています。駅から近いという立地の良さが利点である反
面、人口が流動的であるという課題も生じています。そこで、広報の充実に注力しています。「ホームページを活用
し、幼児への取り組みや子どもたちの様子を伝えていく」ことを目指し、ホームページを改修して職員自らが更新でき
るようにしました。その際、動画を挿入できるようにするなどの工夫を取り入れました。また、子育て支援の取り組み
として、園の入り口（門扉）でおもちゃのレシピを配布するなどの取り組みも行っています。

6-1-1

利用希望者等に対してサービスの情報を提供している

事業者が特に力を入れている取り組み③

タイトル③ 地域から選ばれる園となるために、ホームページを改修して広報力の強化を図っています
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〔全体の評価講評：認可保育所〕 令和4年度

№

タイトル

内容

タイトル

内容

タイトル

内容

№

タイトル

内容

タイトル

内容

タイトル

内容

理事長が法人の中長期計画を作成し、それを踏まえた園の中期計画と単年度事業計画を園長が作成していま
す。園の中期計画は2022年から2026年までの5年間を単位として設定し、ガントチャートでそれぞれの項目の取
り組み状況を確認できるよう工夫しています。これらの計画は、園長を中心に作成しています。計画書は事務室
内キャビネットに保管し、内容を年度始めの職員会議で伝えています。園の将来の展望について、具体的に分
かりやすく示せるよう工夫している点が高く評価されます。

2

1

3

さらなる改善が望まれる点

5年間を単位とした中長期計画を作成するとともに、その期間に合わせた取り組み項目をガント
チャートにより分かりやすく示しています

棚などの家具を減らすことで園内の保育スペースを拡充しています。そのうえで、食事・着替え・お昼寝スペース
を設け、ブロックや造形積み木など制作系の教材を取り入れた遊びのコーナーを充実させ、一人ひとりが好きな
遊びを楽しめるようにしています。また、幼児クラスにクライミングウォールを設置して身体を動かせる環境を作
り、身体の発達を促進しています。また、いちご祭り・ハロウィンなどの内容は子ども同士で話し合い決めるよう
にしています。遊びや活動環境に選択肢を持たせ、子どもの主体性や協調性を育んでいます。

《事業所名： いちご保育園》

特に良いと思う点

園周辺の自然環境を活用して遊びの幅を広げるとともに、関連施設の敷地内に畑を設けるなど、戸
外活動の充実を図っています

駅から至近の立地にあり、子どもを送り迎えする保護者にとって極めて利便性の高い環境にあります。一方で、
子どもが歩いて行ける範囲に自然や公園が豊富にあり「たけのこ・さつまいも掘り・みかん狩り・川遊び」などを
体験する機会も設けています。また、地元農家の協力により、朝の採れたて野菜や添加物の少ない食材を使用
して、手作りの食事を提供しています。さらに、関連法人が運営する他施設の敷地に畑を設け、人参・大根・トウ
モロコシ・ナス・トマト・きゅうりなどの栽培も体験しています。戸外活動の環境を充実させています。

活動目的に応じたコーナーやクライミングウォールを設けて遊びの選択肢を増やし、子どもの主体性
や協調性を育んでいます

1

3

職員研修計画表を作成し、基本的な考え方・研修計画策定指針・重点研修のほか、研修体系図やそれぞれの
役職に求められる能力・研修例を記載しています。職員が受講した研修内容は、研修報告書に記録し、回覧や
必要に応じて報告することで他の職員と共有しています。ただし、職員自己評価の設問「職員一人ひとりが学ん
だ研修内容を、レポートや発表などを通じて共有化していますか」において「そう思う」の回答率が一般職員で
30％を下回っていました。職員の学びを共有する仕組みについて、再度検討する価値が認められます。

保護者とのコミュニケーションの活性化やニーズの把握にあらためて取り組み、行事の開催日程など
について検討する価値が認められます

「子どもの所在確認」「玄関の施錠管理の強化」「口拭きの取り扱い方」「オムツの定額利用サービスの導入」な
どの視点でサービスの質の向上に取り組んでいます。一方、利用者調査の結果「災害や不審者の侵入から子
どもの安全を守るべき対策」「保護者が行事に参加しやすくする工夫と配慮」「職員との信頼関係」などの項目で
満足度を高めていかれる段階にあります。「コロナ禍で職員と保護者とのコミュニケーションが減った点」や「行
事の平日開催」について改善を期待する声が届いており、対策を検討する価値が認められます。

法人規模の拡大を図るとともにキャリアパス制度の再設計を行うなど、職員が安心して働き続けられ
る環境づくりへの取り組みが期待されます

働きやすい環境整備として、家族同伴食事会や特別休暇取得制度などを取り入れています。家族同伴食事会
は2年に1度開催し、職員の家族を招いて屋形船などで一緒に食事をしていましたが、コロナ禍により現在は実
施出来ていません。また、キャリアパスシートを整備していますが、法人内で保育園の運営は本園のみのため、
キャリアデザインがしにくいことを課題として捉えています。そのため、障害分野や教育分野への参入なども検
討しています。キャリアパス制度の再設計なども合わせて、職員の働きやすい職場づくりへの取り組みが期待さ
れます。

職員の学びを共有する仕組みについて振り返りを行い、学びの成果を保育の質の向上につなげてい
くことができる状況にあります

2
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